
 
 

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

被害件数は，前年と比較すると減少し

ましたが，１件当たりの被害額が大き

いため，被害総額は増加しました。 

 

 

令和５年度 第４号 

未払いの料金があるなど架空の事実を

口実として金銭等をだまし取る架空料

金請求詐欺が多発し，高額な被害も発

生しています。 

 

携帯電話に「＋１」から始まる電話番号から「携帯電話の料金が未納です。
アップルギフトカードを買って番号を教えて下さい。」との電話があっ
た。・・・（南署） 
(全庁６月) 

携帯電話に電話料金に関するメールが入った。その後，女性がメールに
記載されていた電話番号に連絡したことをきっかけに，通信事業者や警
察官等を名乗る者から複数回にわたって電話があり，女性は現金    
９,３８５万円と電子マネー１０万円分をだまし取られた。・・・（中央署） 

固定電話に息子を名乗る者から「貴重品をなくしたせいで契約の遅れが
出て，遅延金が発生した。お金を用意出来ないか。」等と電話があった。
これを信じた女性は，２日間に渡って息子の上司を名乗る者に現金を手
渡し，２００万円をだまし取られた。・・・（中央署） 

孫を名乗り「会社から預かったカバンが盗まれ会社に損害が出た。お金
を用意してほしい。キャッシュカードを渡してほしい。」という詐欺の電
話があった。・・・（南署） 
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○宇都宮３警察署管内の状況
令和５年（1～12月)

件数 金額
中央署 10 1億370万円
東署 13 6,664万円
南署 9 1,267万円
計 32 1億8,301万円

　※資料提供は栃木県警察本部

 

○特殊詐欺の種類・被害件数

件数 金額
オレオレ詐欺 7 1,290万円

架空料金請求詐欺 9 1億5,698万円
還付金詐欺 6 697万円

キャッシュカード
詐欺盗

8 583万円

融資保証金詐欺 1 30万円
金融商品詐欺 1 3万円

計 32 1億8,301万円
　※資料提供は栃木県警察本部

令和５年（1～12月)


